
第 14 回ＳＧＲＡチャイナ V フォーラム 

「東西思想の接触圏としての日本近代美術史再考」 

日 時：  2020 年 11 月 1 日（日）北京時間午後 3 時～4時 30 分（日本時間午後４時～5時 30 分） 

方 法： Zoom Webinar による 

    主 催： 渥美国際交流財団関口グローバル研究会（SGRA） 

    協 力： 清華東亜文化講座、北京大学日本文化研究所 

   後 援： 国際交流基金北京日本文化センター 

■ 開催経緯 

公益財団法人渥美国際交流財団関口グローバル研究会（SGRA）は、日本の民間人による公益活動を紹介する SGRA
チャイナフォーラムを、北京をはじめとする中国各地の大学等で 2007 年から毎年開催してきました。2014 年か
らは趣向を変え、清華東亜文化講座のご協力をいただき、北京をはじめとする中国在住の日本文学や文化の研究者
を対象として SGRA チャイナフォーラムを開催、日中韓を中心とした東北アジア地域の近現代史を、文化と越境
をキーワードとして検討しています。本年も、これまでの成果を踏まえながら、「東アジアにおける広域文化史」
の可能性を探ります。日中同時通訳付き。 
 
■ フォーラムの趣旨 

江戸時代後期以降、日本には西洋の諸理論が流入し、絵画においても、それまで規範であった中国美術の受容とそ
れを展開していく過程に西洋理論が影響を及ぼすようになっていった。一方、絵画における東洋的な伝統や理念が
西洋の画家たちに影響を与え、さらにそれが日本や中国で再評価されるという動きも起こった。本フォーラムでは、
その複雑な影響関係を具体的に明らかにすることで、日本近代美術史を東洋と西洋の思想が交錯する場として捉え
直し、東アジアの多様な文化的影響関係を議論したい。 
 
■ プログラム 

総合司会孫 建軍（北京大学日本言語文化学部） 

【開会挨拶】今西淳子（渥美国際交流財団） 

【講演】稲賀繁美（国際日本文化研究センター） 
    「中国古典と西欧絵画との理論的邂合—東西思想の接触圏としての日本近代美術史再考」 
【コメント】 

劉 暁峰（清華大学歴史系） 
塚本麿充（東京大学東洋文化研究所） 
王 中忱（清華大学中国文学科）/高華鑫（中国社会科学院文学研究所）代読 
林 少陽（香港城市大学中文及歴史学科） 

【自由討論】 

【閉会挨拶】劉 暁峰（清華大学歴史系） 

〇同時通訳（日本語⇔中国語）：丁莉（北京大学）、宋剛（北京外国語大学） 

■ 発表内容 

【発表】稲賀繁美「中国古典と西欧絵画との理論的邂合—東西思想の接触圏としての日本近代美術史再考」 
 
[発表要旨] 
渡邊崋山から橋本関雪までの画人がいかに中国の美術理論を西洋理論と対峙するなかで咀嚼したかを検討する。



とりわけ「気韻生動」の概念がいかに西洋の美学理論に影響を与えたかをホイスラーからアーサ・ダウに至る系
譜に確認するとともに、それが大正期の表現主義の流行のなかで、いかに日本近代で再評価され、「感情移入」美
学と融合をとげ、更にそれが、豊子愷らによって中国近代に伝播したかを鳥瞰する。この文脈でセザンヌを中国
美学に照らして評価する風潮が成長し、またそれと呼応するように、石濤が西欧のキリスト教神秘主義と混線
し、東洋研究者のあいだで評価されるに至った経緯も明らかにする。 
 
※なお、本フォーラムでは講演を契機とした活発な議論が展開されることを期待し、事前に講演内容に関連する以
下の論文を紹介する。 
 
◆「岡倉天心」関係： 
稲賀繁美「天心・岡倉覚三と五浦―イギリス・ロマン主義特輯号の余白に―」 
https://inagashigemi.jpn.org/uploads/pdf/170925hikaku.pdf 
稲賀繁美「岡倉天心とインド―越境する近代国民意識と汎アジア・イデオロギーの帰趨」 
https://inagashigemi.jpn.org/uploads/pdf/Okakura0411.pdf 
 
◆橋本関雪の周辺： 
稲賀繁美「表現主義と気韻生動―北清事変から大正年末に至る橋本関雪の軌跡と京都支那学の周辺―」 
https://inagashigemi.jpn.org/uploads/pdf/150331nihonkenkyu.pdf 
 
◆近代の南画復興と日中交流： 
稲賀繁美著 王振平訳「論豊子愷《中国美術在現代芸術上勝利》与日訳作品在接受西方思想時的媒介作用」 
https://inagashigemi.jpn.org/uploads/pdf/0910kawamotosensei.pdf 
 
◆サン・ディエゴでの中日美術交流に関する会議の報告： 
稲賀繁美「日本美術と中国美術の＜あいだ＞（上）石橋財団国際シンポジウム（2018 年 11 月 2-4 日）に出席して」 
https://inagashigemi.jpn.org/uploads/pdf/aida244.pdf 
稲賀繁美「日本美術と中国美術の＜あいだ＞（下）石橋財団国際シンポジウム（2018 年 11 月 2-4 日）に出席して」 
https://inagashigemi.jpn.org/uploads/pdf/aida245.pdf 
 

 [講師略歴] 
稲賀繁美（いなが・しげみ） 
国際日本文化研究センター 教授。1988 年東京大学大学院人文科学研究科比較文学比
較文化専攻博士課程単位取得退学、1988 年パリ第七大学 （新課程） 博士課程修
了。博士（文学）。東京大学教養学部助手、三重大学人文学部助教授を経て、1997 年
国際日本文化研究センター助教授、2004 年より国際日本文化研究センター教授。専
門は比較文学比較文化、文化交流史。主な単著書に『絵画の臨界 : 近代東アジア美
術史の桎梏と命運』、名古屋大学出版会、2014 年 1 月、『絵画の東方 オリエンタリ
ズムからジャポニスムへ』、名古屋大学出版会、480 頁、1999 年、『絵画の黄昏：エ
ドゥアール・マネ没後の闘争』、名古屋大学出版会、467 頁、1997 年、共著書に(編

著) 『東洋意識：夢想と現実のあいだ 1894-1953』、ミネルヴァ書房、京都、2012 年 4月 20 日、The 38th 
International Research Symposium: Questioning Oriental Aesthetics and Thinking: Conflicting Visions of “Asia” 
under the Colonial Empires International Research Symposium Proceedings38, International Research Center for 
Japanese Studies, Kyoto, 31 March 2011(『東洋美学と東洋的思惟を問う：植民地帝国下の葛藤するアジア像 -- 
国際シンポジウム 第 38 集 --』 国際研究集会報告書 38、国際日本文化研究センター、京都、2011 年 3月 31
日)、(編著) 『異文化理解の倫理にむけて』、名古屋大学出版会、名古屋、2000 年がある。 
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■ 過去の SGRA チャイナフォーラム 
 
[１] 第 8 回「近代日本美術史と近代中国」 
19 世紀以降の華夷秩序の崩壊と東アジア世界の分裂という歴史的背景のもとでつくられた近代の東アジア美術史
が、歴史的な美術の交流と実態を反映していない「一国美術史」として語られてきたという問題を提起し、この
一国史観を脱却した真の「東アジア美術史」の構築こそ、同時に東アジアにおける近代の超克への一つの重要な
試金石となることを指摘した。（佐藤道信：「近代の超克―東アジア美術史は可能か」） 
一方、「工芸」は用語の誕生から制度としての「美術」の成立と深い関係にある。アジアにおいては、陶磁器や青
銅器や漆器などを賞玩してきた歴史があり、工芸にはアジアの人々が共感しうる近代化以前の生活文化に根差し
た価値観が含まれているが、近代では「美術」の一部とみなされる。「美術」と「工芸」は、漢字圏文化と西洋文
化との関係および葛藤を表していると同時に、日中両国のナショナリズム、国民国家の展開や葛藤とも深い関係
にあることが確認された。（木田拓也「工芸家が夢みたアジア：<東洋>と<日本>のはざまで」） 
（2014 年 11 月 22 日（土）中国社会科学院文学研究所、23 日（日）清華大学にて開催） 
 
[２] 第 9 回「日中二百年―文化史からの再検討」 
古代の交流史と対比して「抗争史」の側面が強調される従来の近代東アジア史観に対して、実際の近代日中韓三
国間において、「他者」である西洋文化受容と理解という目的のもと、互いの成果・経験・教訓を共有する多彩多
様な文化的交流が展開し古代にも劣らぬ文化圏を形成していたことを踏まえ、改めて交流史を結節点とした見直
しの重要性を確認した。（劉建輝：「日中二百年－文化史からの再検討」） 
（2015 年 11 月 20 日（金）内蒙古大学、22日（日）北京大学にて開催） 
 
[３] 第 10 回「東アジア広域文化史の試み」 
いわゆる中間領域に存在する作品が内包する文脈から、「モノ」の移動にともなって生まれた多様な価値観と重層
的な歴史と社会の有様が認識でき、文物が国家に属するという従来の既成概念を取り去り、改めて文物の交流を
起点に大局的な文化（受容）史観を構築することの重要性を指摘した。（塚本麿充：「境界と国籍－“美術”作品を
めぐる社会との対話―」） 
次いで文学史からは、近代の日中外交文書における漢字語彙の使用状況とりわけ同形語の変遷をたどり、日本語
から新漢字を輸入することによって古い漢字語彙から近代語へと変容していく現代中国語の形成過程から、ひと
つの言語が存立するにあたり、実際の語彙の移動と交流に依拠する多層性と雑種性を持ちうることを明らかにし
た。（孫建軍：「日中外交文書にみられる漢字語彙の近代」） 
それぞれの報告から、「国境」や「境界」というフレームに捉われない多様な歴史事象の存在を認識し、改めて
「広域文化史」構築の可能性とその課題を浮き彫りにし、近代に成立した国民国家の文化的同一性のもとに収斂
された「一国文化史」という言説の虚構性や恣意性を明らかにした。 
（2016 年 9月 29 日（木）第 3 回アジア未来会議＠北九州国際会議場にて開催） 
 
[4 ] 第 11 回「東アジアからみた中国美術史学」 
作品の持つ芸術性を編述し、それを取り巻く社会や歴史そして作品の「場」やコンテキストを明らかにすること
によって作品の価値づけを行う美術史学は、近代的社会制度の中で歴史学と美学、文化財保存・保護に裏打ちさ
れた学問体系として確立した。とりわけ中国美術史学の成立過程においては、前時代までに形成された古物の造
形世界を、日本や欧米にて先立って成立した近代的「美術」観とその歴史叙述を継承しながらいかに近代的学問
として体系化するか、そして大学と博物館という近代的制度のなかにいかに再編するかというジレンマに直面し
た。この歴史的転換と密接に連動しながら形成されたのが、中国美術研究をめぐる中国・日本・アメリカの「美
術史家」たちと、それぞれの地域に形成された中国美術コレクションである。塚本麿充「江戸時代の中国絵画コ
レクション ―近代・中国学への架け橋―」と呉孟晋「漢学と中国学のはざまで―長尾雨山と近代日本の中国書画
コレクション―」により、このような中国美術あるいは中国美術史が内包する時代と地域を越えた文化的多様性
を検証した。 



（2017 年 11 月 25 日（土）北京師範大学にて開催） 
 
[5 ] 第 12 回「日中映画交流の可能性」 
日中友好の基礎は民間交流に在り、お互いをより幅広く、正しく知るためには、相手の「心象風景」を知ること
が、民間交流の基礎を固める上で重要である。映画は、その大事な手段であり、この 40年にわたり、大きな役割
を果たしてきた。いまや中国は世界第一位のスクリーン数と第二の映画製作本数を誇る映画の一大市場であり、
日本も世界第四位の映画製作本数を維持している。世界の映画産業のひとつの中心は、まさに東アジアにあると
言ってもよいだろう。この映画大国である日本と中国の 40 年にわたる映画交流を日本と中国の側からそれぞれ総
括し、意見交換を行うことで今後の展望を検討した。 
刈間文俊は、1977 年の中国映画祭から字幕翻訳に携わり、これまで 100 本に近い中国映画の字幕を翻訳し、中国
映画回顧展のプロデュースを行うなど、日本での中国映画の紹介に携わってきた。王衆一は、日本映画に精通
し、「人民中国」編集長として多くの日本の映画人と交友を持ち、「日本映画の 110 年」を翻訳し北京で出版して
いる。日中の映画交流の歩みを現場で知る二人の発表をもとに、日中双方の識者による討論を行った。 
（2018 年 11 月 24 日（土）中国人民大学にて開催） 
 
[6 ] 第 13 回「国際日本学としてのアニメ研究」 
企業が主導して、複数の作家が同一のキャラクターや世界観（背景世界）を共有して創作物を同時多発的に生み
出し、さらにそこにファンが二次創作やコスプレの形で創造的に参加する「メディアミックス」は、日本のアニ
メーションを中心とするコンテンツ産業の特徴的手法とされ、アニメの学術研究の新しい領域として注目を集め
ている。大塚英志「『翼賛一家』とメディアミックスの日本ファシズム起源」と秦剛「日本アニメにおける『西遊
記』のアダプテーション：変異するキャラクター」により、東アジアでの歴史的な起源について中・日双方から
検証した。 
（2019 年 10 月 19 日（土）北京外国語大学日本学研究センターにて開催） 
 

 


